
気持ちを伝える歌唱のために
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独唱と合唱

本学では声楽関係の専門授業として「独唱」と「合
唱」が用意されていますが、独唱と合唱とでは役
割が全く違います。

合唱ではもちろん演奏者は指揮者の指示通りに
歌唱します。しかしオペラなどでは指揮者は独唱
者の音楽をオーケストラに伝えるのが役割で、独
唱者は音楽を自身で運ばなくてはなりません。

また、合唱と同じメロディーを歌っていても、声の
大きさの問題ではなく、合唱に埋もれることなく独
唱者の声が浮き立っていることが求められます。

表現のために必要な発声技術をイタリアオペラを
中心に研究しています。

２０２５年４月まつもと市民芸術館
ドニゼッティ作曲オペラ
≪ランメルモールのルチア≫第１幕より
ルチアとエドガルト（左）の二重唱
演奏シーン

演奏ジャンル

イタリアオペラを軸としていますがカンツォーネ
やドイツオペラ、フランスオペラやオペレッタ、

もちろん日本人の作曲したオペラや歌曲の演
奏も積極的に行っています。正しい発声技術を
身に付ければ幅広く応用できると考えます。
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